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魚津ロータリークラブ 会報誌 
２０１２－２０１３年度 ＲＩ会長   田中 作次 

２０１２－２０１３年度 魚津ＲＣ会長 野澤 良成 

第２８６１回  例会報告                ２０１３年３月１日 

点鐘・握手 

君が代斉唱 

ロータリーソング「奉仕の理想」 

四つのテスト唱和 

ゲスト並びにビジターの紹介 なし 

誕生祝  

３月６日 大島夫人 

 ３月になりたてでうっかりしていました。家内に伝えてから来ました。昭和

××年３月６日生まれで年を気にする年齢になりました。若い頃から気の強い

女性でよくぶつかり「喧嘩は買って出て」やったのですが、 近は私も丸くな

り、「逃げるが勝ち」でやっています。たまにぶつかっています。よろしくご指

導お願いします。 

３月８日 谷口夫人 

  事務局から連絡があって思ったことは、今まで以上に母ちゃんに嫌わ

れないことにしていかないと、もう１０年か３０年か分からないが、い

よいよ年かなあと感じました。今後ともよろしくお願いします。 

３月９日 稲盛君 

 昭和１９年３月９日生まれです。７９歳になります。さばを読むのもいいで

しょう。早くさばを読むように一生懸命がんばります。この年になるとなるべ

く健康に気を付け、今はスキーと卓球に夢中になっています。６５歳の時に息

子にバトンタッチし、今、遊びほうけています。 

 

３月１６日 関口さん 

  ２０年前に頑固な父の反対を押し切って細腕で保育園を作ってしまい

ました。２０年たちました。卒園児さんは３月２３日をもって５００名

になりました。これからもやつれないように頑張って行きます。よろし

くお願いします。 

入会式 ㈱北日本新聞社 新川支社長 松井裕さん 

野澤会長より、襟ピンの進呈 

松井裕さんあいさつ 

 本日付で着任しました。こちらへ来る前は論説委員室

で社説を担当していました。本社を離れるのは三十いく

つかの時支局に出た経験があり、これで２回目です。お

高く留まった上から目線の社説のようなことをやって

いては嫌われるばかりであろうと思っています。奉仕の精神をしっかり学ばせて

頂き地元に密着した職務と共に、皆さんに受け入れられるように頑張りたいと思

います。ご指導の程よろしくお願いします。 

 



会長挨拶 

ここ２～３日は少し暖かく過ごしやすくなったような気がしま

す。 

さて、今日３月１日は、日めくりカレンダーを見ていましたら、

全国火災予防運動と書いてありましたので、魚津市消防本部に電

話し、予防課にお聞きしましたところ、全国では３月１日から５

日まで。ちなみに富山県内では３月２０日から２６日までとの事

で、それぞれの県の火災の発生しやすい気象状況で設定している

ようです。電話番号を探すのに時間がかかりました。メンバーの

川岸さんに聞けば良かったなあと思っています。メンバーの方に聞いた方が早いこともあるのかなあと

気付きました。 

今日の入会式は紹介があったように㈱北日本新聞社 新川支社長の松井裕様です。前任者の金山さん 

同様、魚津ＲＣ会員として活動に参加して頂くと共に新川地域発展の為に活躍して頂きたいと思ってい

ます。 

 今回の誕生日のお祝いは、大島さんの奥さん、谷口さんの奥さん、稲盛さん、幹事の関口さんの４名

の方です。誠におめでとうございます。今日のお話は、割と素直な気持ちで本音で表現されたかなあと

思っています。 

 さて、魚津ＲＣの活動でありますが、若井次年度の方の準備も順調に進んでいるという事でうれしく

思います。 

 次回の例会は、夜間例会で食事終了後、親睦委員会のお世話でボーリング大会が行われます。上手な

方やそうでない方、又、溝掃除の好きな方も大歓迎ですので、沢山の参加をお願いします。  

次々回３月１２日(火)ＩＭ(インターシティ・ロータリーの略で、富山第一分区クラブが集まって開 

かれる会合です。全員参加を目的として会員相互の親睦と知識を広め、さらに会員にロータリー情報を

伝え、奉仕の理念を勉強する為に開催される会合を私はＩＭと理解しています。バスも用意されている

ので大勢で行きましょう。 

 ３月２２日の例会ですが、２１日から２５日まで、地区のインターアクト台湾研修に団長として参加 

しますので寺崎前会長よろしくお願い致します。４月には日帰り旅行、５月には釜山釜一ＲＣのメンバ 

ーが来る予定もあり、６月までの年度内にまだまだ盛りだくさんの活動がありますので、皆様方のご協 

力・ご支援をよろしくお願い致します。 

幹事報告 

・魚津市ゴルフ協会より   市民ゴルフ大会の後援依頼について 

・３月例会案内 

３月 ８日   夜間例会              （サンルート） 

ボーリング大会     （黒部ノースランドボール） 

３月１２日(火) ＩＭ(８ＲＣ合同夜間例会)   （ホテルアクア黒部） 

３月２２日   卓話 中川君、小浜さん       （サンルート） 

３月２９日   会長エレクト交換卓話        （サンルート） 

         魚津西ＲＣ会長エレクト 原 英高 様 

・３月ＳＡＡ補助 杉野、中田 君 

出席報告 坪野出席委員 

 本日の出席者 ３４名 出席率８５% 欠席者 ６名  

メークアップ済み なし 

 ２８５９回のメークアップ なし 

２８５９回の修正出席率 ７７．５%→７７．５% 

ニコボックスの報告 辻英晴ニコボックス委員長 

・中川さん→昨日、快晴の下、サケの稚魚の放流式を行いました。横断幕の下に、共催・魚津ロータリ



ークラブとありました。 

・関口さん→姪の花岡萌が全日本選手権でアルペンスーパー大回転とアルペン複合の２つで優勝しまし

た。アイザックのご指導ありがとうございます。 

・野澤さん→３月２２日の例会を欠席します。寺崎前会長さん、よろしくお願いします。 

委員会報告  

日程とビール券・商品券寄付のお願い 吉森釜山釜一友情交換委員長 

 釜山釜一ＲＣの訪問日程は５月１７日(金)～１９日(日)と決定。 

 ビール券・商品券の寄付をお願いしたい。５月１０日(金)まで例会場、事務局まで。 

ロータリーの友３月号の紹介 中川広報委員長 

１ ＲＩ会長のメッセージ「若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来と、より平和な世界を築くこと 

ができます。」 

２ ロータリーアクターの活動紹介。砺波ＲＡＣが「幼稚園へ絵本を寄付」 

３ 会長エレクト ロン・バートン氏へのインタビュー記事からの紹介 

  Ｑロータリーでリーダーになるのに、今一番足りないスキルは何でしょうか。 

  Ａ「自分が何かを実行すれば、大きな変化をもたらすことができる」というある種の「自信」です。 

Ｑ受け入れ難い「伝統」はありますか。 

Ａ個人的には、罰金というものが好きではありません。 

Ｑ同じ言語を話さない人とどのようにしてコミュニケーションをとっていますか。 

Ａ意思疎通の方法を見つけるのです。ボディランゲージやアイコンタクト、そして人と会った時の 

誠実さを通じて気持ちが伝わります。 

４ 「例会回数を減らすことについて」の同論・異論の意見紹介 

  ・例会を減らすという議論の前に、例会で消費されている食事の予算を、奉仕活動に振り向けると 

いう考え方もあります。 

  ・例会回数の議論より、クラブの魅力づくり 

  ・ロータリーの例会は週一回が理屈抜きに自然であり、理想的と思う。 

親睦行事について 中田親睦委員長 

・ボーリング大会に奮ってご参加ください。 

・４月７日に日帰り旅行を計画しています。石川県でもと企画しています。 

事業計画書原稿の提出について 若井会長エレクト 

・四大委員長、小委員長を快く受けて頂き感謝します。 

・四大委員長、小委員長には、３月１０日頃まで、事業計画書原稿の提出をお願いします。 

 

本日の卓話 

「１年あっという間」 中島さん 

本当に、あっという間の一年でした。私の１日、震災の１年、感謝の

１年の三つに分けて話します。 

私の一日 

 布団から起きてから、一日の始まりをどうお過ごしでしょうか。 

 私は魚津製綱に入り、ロータリーでも活躍された初代社長追分栄寿さ

んに「中島さん、１日１回手を胸の所で合わせて感謝しなさい。手を合

わせるのは自分の心をきれいにすることだよ。」と言われました。その言

葉から、私の１日は、毎朝、神棚に手を合わせる事から始まります。 

 起きて、榊の水替え、天照大神、外宮の豊受大神、讃岐の金毘羅さん、鶴岡の善峰寺、函館の真言寺、

氏神の諏訪神社、魚津の金毘羅さん等のお札に手を合わせてお参りします。次に床の間に神様、仏様の

お札が何体か置いてあるので、それにお参りします。仏壇の阿弥陀様、ご先祖様に、朝、おはようござ

いますと言ってお参りし、ろうそくと線香に火を灯し、正信偈を唱えています。 

 朝、起きてからここまで約２時間です。中島に何か言うとき時間を言ってもらえればその２時間前に

準備しなければならないので、お誘いの時は時間だけ言ってください。 



震災の１年 

平成２３年３月１１日 午後２時１６分に震災が起こりました。魚 

津に居ましたがその頃ふらふらと気持ち悪い感じがしました。テレビ

が騒いでいました。スイッチを入れると釜石の場面でした。釜石港の

津波が５０ｃｍで大したことないと思っていました。画面が変わり、

宮古はすごい勢いで津波が来ているのを映していました。それを見て

気仙沼の問屋さんや乗組員の所へ電話を入れましたが通じません。テ

レビの映像しか情報が入って来ないことが分かりました。日が経つに

つれ、テレビは映らないし、現地の乗組員は自分のことしか分からな

い状態でした。 

１７人の乗組員の生存の確認について、１７日目の２６日にインターネットに出しました。すると東 

京の女性から「私も○○さんの親戚なので」との問い合わせもありました。全員生きていたことが分か

り良かったという事で、３０日にメンバーであった方の車を借り、それに救援物資、灯油、水、米、醤

油、味噌を積んで持っていきました。行った所が大鍋屋という２０年程、定宿にしている家です。ちな

みに安倍内閣で防衛大臣をしている小野寺氏の自宅です。 

実際に行った人でないと分からないので「読者提供映像」を流します。 

感謝の１年 

あっという間の１年が過ぎました。新しい船を造って頂き、昨年の８月にサンマ漁をさせて頂いた

ことを皆さんに感謝申し上げます。 

 

あとがき   

東日本大震災から２年。３月１１日を前に、「命の大切さ」を改めて考える企画があふれています。 

中島さんの卓話の第２部の映像は悲愴そのものでした。毎朝２時間の日課に、テレビ画面で見た、中

島さんが海に向かって胸の前で合掌する姿がダブりました。 


